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人工知能（ＡＩ）の話題は、世の中に充ち満ちている
新聞、雑誌、ＴＶなどあらゆるところでＡＩという言葉が氾濫
ＲＰＡ(Robotic Process Automation定型業務の自動化)も使われつつある

１．どんな分野でＡＩは有効なのか、
どんなことが考えられているのか。
その背景は？

２．土木分野での適用事例は、現状
どんなものがあるのか。

３．「人工知能（ＡＩ）とは、一体何なのか。

４．今後の展開は？



日本経済新聞

2018/5/21



Google 
Home

Amazon 
echo

Line Clova

AI スピーカー



Newsweek日本版 2016.5.17  「人工知能は人間を超えたか」

詳細な3次元地図が強み



AIを活用したリアルタイム内視鏡診断サポートシステム開発
〜大腸内視鏡検査での見逃し回避を目指す〜



出典：Newton 別冊「ゼロからわかる人工知能」 2018

人工知能の内視鏡検査で岩を予防する：
見落としがちなポリープもしっかり見つけて医師をサポート



AI時代：多くのマスコミが取り上げている





日経ビジネス 2017.9.25 No.1909

現在、数多くの企業で事例（試行的）研究が行われている
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我が国における仕事内容の変化

建設業界における大変革時代

我が国における少子高齢化の及ぼす影響



「経済を動かしているのは、景気の波ではなく人口の波、
つまり生産年齢人口＝現役世代の数の増減である」
出典：「デフレの正体−経済は「人口の波で動く」− 藻谷浩介 著 （角川Oneテーマ21）



建設業 就業者数の推移

６８５万人

４９７万人

建設投資額

１９９７年度

２０１１年度

現状と課題



★ IoT (Internet of Things)

インダストリー ４．０ (ドイツ)

アメリカ ＧＥの積極的な取り組み

★ 小型センサー技術, 無線伝送技術

★ ドローン (UAV)

★ Big Data (ビッグ・データ) 

★ AI、人工知能、深層学習

★ VR, AR （HMDなど）

社会の状況は大きく変化しつつある



多軸ヘリ
マルチ・コプター

ドローン

ＵＡＶ
急激な
発展
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BIM と CIM
3次元による設計・施⼯で、建設業の労働⽣産性を⼤幅アップ。
BIM=ビルディング・インフォメーション・モデリング
CIM=コンストラクション・インフォメーション・モデリング

BIMによって意匠、構造、設備を合わせて
設計したBIMモデルの例。（資料︓美保テ
クノス）

⾜場や鋼⽮板などを3次元で設計し、⼲渉部分
などをあらかじめ解決して設計したCIMモデル
の例（資料︓中央復建コンサルタンツ）

建設ITワールド︓IEIRI による



国交省 第2回 CIM導入推進委員会 資料





日経
コンストラクション
2017.6.26



★ 主役が、これまでのIT部門から主要産業の「現場」
に移る
★ リアルタイムに集まるデータを扱う
★ 企業活動の抜本的な改善に結びつく可能性があ
る・・・企業の競争力
★ [Power of 1 %] 節約、改善等ができれば大きな利
益増に結びつく

●データ解析能力を発揮できるエンジニアの人材育成
●アメリカ 標準化団体「IIC」の設立
●ドイツ 「インダストリー4.0」

I o T :
従来のInternetや企業のITシステムと何が異なるのか？



東京ゲートブリッジ
光ファイバー センサー
光ファイバー方式の変位計や加速度計など48個の
センサーで約2800個／毎秒 のデータを測定し、健
全度を監視している。

神経を持っている橋 NTT と NTTデータ ベトナムでも

 橋梁の挙動がどのようなものか充分把握してお
かなければ、計測の価値が落ちる・・・・

・・・解析技術との融合

 継続的な計測が、経年変化を評価できる
 センサーの寿命と耐用年数？

事例
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「人工知能超入門」、東洋経済特別号 2016.12





・ 人間を超越した知能を発揮する場合もあるが、万能では
ない

・ ディープラーニングは最新のアルゴリズムであり、現在
のところ画像、音声、テキスト、ロボット制御などで活用が
進んでいる

・ ＡＩを進化させる方法は、アルゴリズム改良だけではない。
データ量の増加やハードウエアの高速化も重要である。

現在のＡＩは万能ではない。そのために、適材適所で
アルゴリズムを使い分ける必要がある。人とＡＩの違いを考
慮しながら導入先を検討する

AIの姿



さまざまな事例

これからどうする？
あなたの考えは？

人工知能の適用 ＜−− 深層学習（Deep Learning）

人工知能の変遷

ニューラルネットワーク、エクスパートシステム、
知識データベース、データマイニング、SOM, 機械学
習、ディープラーニング


